
Xチャート / Yチャート / Wチャート

思考ツール使い方ガイド

目的のために使うスキルと思考ツール

・問題を見つけるために分類する
・「 Xチャート / Yチャート / Wチャート」を使うと…

使用例 【虫が見つかる場所からふしぎを見つけるとき】

１．「花だん」「草むら」「地めん」「木」の４つの視点で虫がいる場所を比べて、虫の名前を書いたカードや静止画、自分で撮っ
た写真を貼ります。

２．同じ視点に配置したものの中で、共通点として気付いたことはピンクのカードに、差異点として気付いたことは青のカー
ドに書き、気付きのきっかけになったカードのそばに貼ります。また、別の視点に配置したカードと比べて、気付いた
ことをカードに書いて貼ってもよいです。

３．各視点で気付いたことを比較して、「どうしてみんな同じ？」「どうしてちがう？」などを探すことで、ふしぎが見つか
ります。

※やるキットの記入例

考える授業やるキットプレミアム（制作・提供：NHK出版）

使い方

視点を決めて分類することで、気付かなかったことに気付きやすくなります。そこから「同じ仲間なのはなんでだろう？」
「同じ仲間にはどのような特徴があるのだろう？」「仲間がちがうのには何が関係するんだろう？」などの問題（ふしぎ）
が見つけやすくなります。

分類してふしぎを見つけるために、Xチャート/ Yチャート/Wチャートを使うときは、次のようにしましょう。視点が３つ
あるときはYチャート、視点が４つあるときはXチャート、視点が５つあるときはWチャートを使います。

１． 分類する視点に沿って、写真や名前などのカードを分類します。

２．分類した写真やカードを見て、「同じ視点のグループにはどのような特徴があるのか」「違う視点のグループにはどの
ような特徴があるのか」などの気付いたことや考えたことを、カードに１つずつ書いて、Xチャート /Yチャート /W
チャートに貼っていきます。

３．気付いたことなどを手がかりにした、「どうしてみんな同じ？」「どうしてちがう？」などを探すことで、ふしぎが見つ
けやすくなります。

問題を見つける理科


